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食の安全性を高める環境に優しい農業生産を支援する土つくり技術の開発

～家畜ふん堆肥はリン含有量を基準に施与すると財布（肥料代）にも環境にも優しい～
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概 要

環境への負荷が小さく，安全性の高い農作物の生産に貢献する土つくり技術の開発を目指している．有

機農業において，堆肥から期待どおりの効果を得るためには，それらの品質の評価と品質に応じた的確

な使用が必要であり，土壌，環境，作物に悪影響を及ぼさないような総合的な技術として構築しなけれ

ばならない．本報告では，家畜ふん堆肥のリンの形態と肥効を検討した結果について紹介する．

【ライセンス情報】 なし

【来場者へのメッセージ】 家畜ふん堆肥には，窒素成分の肥料効果に期待するところが大きいのですが，

有限の資源として枯渇が懸念されるリンもたくさん含まれています．この貴重な資源を上手に利用する

ことは，農作物がおいしいばかりでなく，生産者のお財布にも，環境にもおいしいことなのです．
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